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主をたたえまつれ　主はくすしきわざを　成し遂げたまえり。主はすくいの


わざを　ちからもて果たし。せかいのくにぐにに　かちを告げたもう。
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主なる神よ、あなたの御前に背きの罪を告白します。わたしは聖なる戒めに従わず、失われた羊
しゅ かみ み ま え そむ つみ こくはく せい いまし したが うしな ひつじ

のように迷い出て、思いと言葉と行いにおいて罪を犯しました。しなければならないことをせず、
まよ で おも こ と ば おこな つみ おか

してはならないことをして、自分の身に、あなたの怒りと裁きを招きました。憐れみに富んでおら
じぶ ん み いか さば まね あわ と

れる父よ、罪と過ちを悲しむわたしに憐れみを注いでください。神の独り子である救い主の名に
ちち つみ あやま かな あわ そそ かみ ひと ご すく ぬし な

よって、わたしを赦してください。聖霊の恵みによって、わたしを新しく生まれ変わらせてくださ
ゆる せいれい めぐ あたら う か

い。願わくは今から後、み栄えのために生きる者とならせてください。
ねが いま のち さか い もの

主イエス・キリストの御名によって。ア－メン。　(詩編32、イザヤ53、ローマ7)

しゅ み な
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1.	あなたは、わたしのほかに、何者をも神としてはならない。
なにもの かみ

2.	あなたは自分のために刻んだ像を造ってはならない。それにひれ伏してはならな
ぞう つく ふ

い。それに仕えてはならない。
つか

3.	あなたは、あなたの神、主の名を、みだりに唱えてはならない。主は、み名をみ
かみ しゅ な とな な

だりに唱える者を、罰しないではおかない。
とな もの ばっ

4.	安息日をおぼえて、これを聖とせよ。
あんそくにち

5.	あなたの父と母を敬え。
ちち はは うやま

6.	あなたは殺してはならない。
ころ

7.	あなたは姦淫してはならない。
かんいん

8.	あなたは盗んではならない。
ぬす

9.あなたは隣人について偽証してはならない。
りんじん ぎしょう

10.あなたは隣人の家をむさぼってはならない。隣人の妻、またすべて隣人　　のもの
りんじん いえ りんじん つま りんじん

をむさぼってはならない。　　　　　　　(出エジプト20、申命記5)
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　　教えたまえ　わが主よ　わがゆくべきみーちを。


　　あさにゆうにみことばもてきかせたまえ　わがみち。　アーメン"
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われは天地の造り主、全能の父なる神を信ず。

てんち つく ぬし ぜんのう ちち かみ しん

われは、その独り子、われらの主イエス・キリストを信ず。主は、聖霊によりて宿り、おとめマ
ひと ご しゅ しん しゅ せいれい やど

リアより生まれ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字架につけられ、死にて葬られ、
う くる う じゅうじか し ほうむ

よみに降り、三日目に死人のうちよりよみがえり、天に昇り、全能の父なる神の右に座したまえ
くだ み っ か め し に ん てん のぼ ぜんのう ちち かみ みぎ ざ

り。かしこより来たりて、生ける者と死ねる者とを審きたまわん。
き い もの し もの さば

われは聖霊を信ず。聖なる公同の教会、聖徒のまじわり、罪の赦し、からだのよみがえり、とこしえ
せいれい しん せい こうどう きょうかい せ い と つみ ゆる

の命を信ず。     アーメン。
いのち しん
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"""""今ささぐるそなえものを　主よ　きよめて　うけたまえ　アーメン


�"Y"�"�"""�����QjbJjeQKgt���YZKK�v

�""8";";���V��R�������""��24/516789+

S""T


L++M"++N""O"++++KjRJ"�V�� ¡

¢£�¤¥¦§¨"©©ª«¬­®"¯°­]±²³­

©©ª¤´²µ"�V´²¯¥ ¡"�V´²"�/¶1


L++�"V"S"·"++"STYJ

 天にまします我らの父よ
てん われ ちち

 願わくは御名をあがめさせたまえ
ねが み な

 御国を来たらせたまえ　 御心の天になるごとく  地にもなさせたまえ
みくに き みこころ てん ち

 我らの日用の糧を  今日も与えたまえ
われ にちよう かて き ょ う あた

 我らに罪を犯す者を我らが赦すごとく 我らの罪をも赦したまえ
われ つみ おか もの われ ゆる われ つみ ゆる

 我らを試みに会わせず  悪より救い出したまえ
われ こころ あ あく すく いだ

 国と力と栄えとは  限りなく汝のものなればなり　　ア－メン。
くに ちから さか かぎ なんじ
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「決心の更新：健全な再出発」

説教者：ローレンス•スパーリンク（キリスト改革派日本伝道会宣教師）
参照：ハイデルベルク信仰問答問 Q. & A. ２３、１１５、１２３、１２７

聖書箇所：ヨシュア記２４章14−27節（新共同訳聖書、旧約聖書377頁）
　今こそ、あなたがたは主を畏れ、真心と真実をもって主に仕えなさい。あなたがたの先祖が、ユーフ
ラテス川の向こうやエジプトで仕えていた神々を取り除き、主に仕えなさい。もし、主に仕えることが
あなたがたの気に入らないのなら、ユーフラテス川の向こうにいた先祖が仕えた神々でも、今あなたが
たが住んでいる地のアモリ人の神々でも、あなたがたが仕えようと思うものを今日、選ぶがよい。し
かし、私と私の家は主に仕える。」
　民はこう答えた。「主を捨てて、他の神々に仕えることなど、私たちがするはずがありません。私た
ちの神、主こそ、私たちと私たちの先祖を、エジプトの地、奴隷の家から導き上ってくださった方であ
り、私たちの目の前でこれら数々の大いなるしるしを行い、私たちの歩んだすべての道で、また私たち
が通って来たすべての民の中で、私たちを守ってくださった方です。主は、この地に住んでいたアモリ
人をはじめ、すべての民を追い出してくださいました。私たちもまた主に仕えます。この方こそ私たち
の神だからです。」
　ヨシュアは民に言った。「あなたがたは主に仕えることができないであろう。この方は聖なる神で
あり、妬む神であって、あなたがたの背きと罪をお赦しにならないからである。あなたがたが主を捨
てて異国の神々に仕えるとき、主はあなたがたに幸いを与えた後でも一転して災いを下し、あなたがた
を滅ぼし尽くされる。」
　民はヨシュアに言った。「いいえ、私たちは主に仕えます。」
　ヨシュアが民に向かって、「あなたがたが主を選び、主に仕えるということの証人は、あなたがた自
身である」と言うと、民は「私たちが証人です」と答えた。「ならば今、あなたがたの中にある異国
の神々を取り除き、あなたがたの心をイスラエルの神、主に向けなさい。」民はヨシュアに向かって、
「私たちは私たちの神、主に仕え、その声に聞き従います」と言った。
　その日、ヨシュアは民と契約を結び、シェケムで掟と法とを定めた。ヨシュアはそれらの言葉を神の
律法の書に記し、大きな石を取って、主の聖所にあるテレビンの木の下に立て、すべての民に向かって
言った。「見よ、この石が私たちに対する証人となる。この石は、私たちに語られた主の言葉をすべ
て聞いたからである。この石は、あなたがたが神を欺くことのないように、あなたがたに対する証人
となる。」
（以上が神様のみことばです。主に感謝します。）

説教の中心的主張点： 健全な再出発は、自分の歩みを振り顧みながら、主の恵みに頼る姿勢を再確認
して、主の道に従うことを再決心することによる。

序説：日本宣教師着任から４０年が経ったこの頃思うこと。

　妻ルース、赤ちゃんだった長男のベンジャミン、そして私が成田空港に到着して初めて日本の土地に
足を踏んだのは、2021年2月22日がその日の４０周年記念日でした。実は、私自身はこのことを忘れ
ていました！　友達から、日本宣教赴任４０周年、おめでとうとのメールが届いて思い出したのです。
私の性格ですと、今取り組んでいる仕事に熱中になり、他のすべてを忘れてしまう癖があります。でも
やはり、私たちにとって記念すべき日でした。でもそれとともに、自分の寿命がどれだけ残っているか
とも思うことになります。神様は私の人生においてどれだけのみわざをなされたのか、自分の実績はこ



れで良いのか、社会と教会が今どうなっているのか、感謝すべきこと、気になること、残った人生をど
う費やすべきか、いろいろ思わされます。
このように思い巡らしていると、ついにヨシュアのことを考えるようになりました。私自身の経験や
実況は多少、これに似ているのではないかと思いました。つまり、彼の人生の終わりが近づいてきて
いた、その状況のことです。

１、　ヨシュアの歩みを復習しよう。（およそBC 1,475年ー1,365年）
　イ、　出エジプトの出来事で青年、主のしもべモーセの従者、召使である。
　ロ、　約束の地の偵察作業の際、主の道を勧めるが、民は背く。
　ハ、　モーセの後継者となる。
　二、　約束のカナンの地の取得と分配に成功し、イスラエルを率いて主の道を立派に歩む。

　 ヨシュアはおよそ紀元前1475年にエジプトで生まれ、紀元前1365年に、110歳で天に召されまし
た。その人生を簡単に確認しましょう。
神様がエジプトの奴隷となっていたイスラエルの民をそこから導き出した時にヨシュアは青年でし
た。主がエジプトに下した災害、過越の出来事、紅海に通る道が開かれて向こう岸に渡った出来事を経
験しました。先祖ヨセフの子、エフライムの氏族で、民数記１１章２８節によると、「若い頃からモー
セの従者であったヌンの子」です。もともと、ホシェアという名前でしたが、モーセが彼をヨシュア
と言う愛称をつけたそうです。それはギリシア語に直すと、イエスという名前です。「主は救い」とい
う意味です。いくらかイエス様に似ている側面が確かにある人物です。
　 民数記１３章で、モーセが１２部族から一人ずつ選び、カナンの地の偵察に当たらせることが書い
てありますが、その時、ヨシュアがエフライム部族の代表です。１２人の中で、ユダ部族のカレブとヨ
シュアは大変良い報告をして、すぐに攻め上って約束の地を取得するように勧めますが、他の１０人か
ら　とても無理であると悪い報告があって、イスラエルの民が主の御心に背くことになりました。
　 その後モーセが召される日が近づいた時に　神様に命じられて、ヨシュアを自分の後継者に公的に
任命します。民数記の２７章に記されています。
　 ヨシュア記において、ヨシュアがどのように民を率いてヨルダン川を渡り、原住民のカナン人、ア
モリ人を征服して、約束の地を取得して、イスラエルの１２部族の民に土地を分配することを語ってい
ます。これは神様が先祖のアブラハム、イサク、ヤコブに約束された嗣業の地です。ヨシュアは神を愛
し、畏れて、いつも神様の命じるところに忠誠を尽くして行い、これに背いたことが一度もありませ
ん。本当に立派な方です。

２、110歳の高齢者として、お別れの前、民を招集し、主との契約更新を執り行う。
　イ、シェケムで集まるのは2回目。その場所の意義を確認しよう。
　　 ａ．アブラハムに約束された地の最初の礼拝の場所、ヤコブも滞在、ヨセフの墓場。
　　 ｂ．民の全体を集合し、主との約束を再確認する場所と指定される。
　　 ｃ．イスラエル王国の大事な都会、サマリヤ人の聖地。
　ロ、主が約束を全て果たしてくださったことを確認し、民が自分の約束を守るかを問う。
　ハ、民の行動次第、祝福と呪い、両方の可能性がある。
　二、ゲラジム山とエバル山、祝福と呪いを象徴的に語る。

　 年月が重なり、ヨシュアが高齢者になっていきます。その寿命は110歳となることが書いてありま
す。そこで、２３−２４章では特別なことが書いてあります。自分の人生の終わりが近くなってきてい
ることを理解すると、イスラエルの民をシェケムの町に招集して、神様との約束事を再確認する儀式を
行います。「契約更新式」と言います。



　 ここで読む契約更新の出来事は実は2回目です。ヨシュア記の８章30−35節に第一回が記されてい
ます。このように行いなさいとモーセが申命記の１１章と２７章で命じています。どうしてシェケムで
するのでしょうか。イスラエル人にとって特別な意味があるところだからです。創世記１２章6−７節
では、ここでは神様に召命されたアブラハムが初めて自分の嗣業の地になるとの約束を神様からいた
だき、初めて、神様の礼拝所として定め、生け贄を捧げる祭壇を築きます。創世記３３章によると、ア
ブラハムの孫に相当するヤコブもしばらく滞在したとなっています。ヤコブの子ヨセフが兄達に嫌われ
て、通りかかる商売人に奴隷として売れ渡される出来事がここシェケムで起こりました。しかし今は、
ヨセフの願い通り、エジプトからその遺骨が運ばれてここシェケムで葬られています。
　 既に確認しましたが、神様ご自身がこのシェケムで契約更新を行うようにお命じなりました。神礼
拝の大事な場所であるわけです。このことを受け継いだ、新約聖書の時代のサマリヤ人はこれをこのま
ま、神様の礼拝すべきところであることにこだわっていますね。（ヨハネ伝４章を参照）
　 ヨシュアが命じる今回の集まりの目的な二つあります。第一に、神様がそのすべての約束を完全に
果たしてくださったことを確認します。第二に、神様から数々の祝福を頂いたイスラエルの民が　これ
からも忠実にこの主に従い続けるかどうかを問うことです。
　 彼らの応答によって、さらなる祝福が与えられるはずです。けれども、そうではない場合は、もし
主に背いて掟を捨てて、他の偶像の神々について行く場合は、呪いと刑罰に当たり、災いが降りかかり
ます。どちらになるか、これは彼らの行い次第です。
　 シェケムについてもう一つの情報があります。契約の更新式を行う場合は、民は二つのグループに
分かれて、半分は町の南にあるゲラジム山に立ち、もう半分は北のエバル山に立つことになっていま
す。ゲラジム山は緑に茂っているところですが、エバル山はまるではげているような命のないところで
す。式を行うときにゲラジム山に立つ民はエバル山にいる群れに対して、従う民に約束される祝福を唱
えます。一方逆に、エバル山に立つ民はゲラジム山にいる群れに対して、神に背く民に降りかかる災い
を述べます。地理的な実態もあって、本当に強力な印象を残します。命を得よ！と叫ぶのです。

３、 ヨシュアの驚くべき発言
　イ、 ここまで歩んで来たのに、厳しい現実を何回も経験してきた。
　ロ、 背く傾向が常にある民の心をどう改善できるか。
　ハ、 １９節の結論を現実として受け止めるべし。でも、納得はしない！
　二、 如何にして救われるか、主の恵みしかない。
　ホ、 主が備える救いの歴史の大事な時点に立ち止まり、来るべき救い主を待ち望む。

　ヨシュアはそこで、最後の説教の中で、民が神様の掟に忠実に従うように説得しようとします。中に
２４章１5節があります。有名な言葉です。この言葉を習字で書いて家の中のよく目につくところに飾
ることがあります。民はヨシュアの勧めに対して、「かしこまりました、ちゃんと従います！」と答え
ます。けれどもここに、ヨシュアから驚くべき言葉が出ます。２４章１９節です。確認しましょう。
「あなた方は主に仕えることはできないであろう。」　「であろう」という少し曖昧な言葉が付いてい
ます。けれども、おの類の言葉は実は原文にありません。新改訳聖書の方が正確です。「あなた方は主
に仕えることはできない。」となっています。ドキッとする発言ではないでしょうか。
　 イスラエルの民はエジプトから救出され、紅海を渡り、シナイ山で律法を授かり、約束の地に導き
入れられました。しかしながら、この歴史を読んでみますと、途中に、つぶやきながら、何回も神様に
背くことにぶつかります。シナイ山で金の雄牛の偶像を作り、行ける神に替えてこれらを礼拝します。
絶え間なくモーセに反発します。神様の命じる通り、約束の地に入ろうとしない。とんでもない悪しき
ことであるにもかかわらず、密かに他の神々のお守りを保持し続け、偶像を捨てません。
　 モーセも悩みました。反逆するイスラエル人の心を一体どうやって改善できるのか、と。



　 「あなた方は主に従うことができない。」民はこの事実を受け止めなければなりませんが、同時に
これに納得するわけにはいきません。こうあるべきでなない。悔い改めなければならない。変わらな
ければなりません。
　一体どのようにしてこれができるでしょうか。悪を行う傾向からどのようにして救われることができ
るでしょうか。救いが実現するならば、それはただ神様の恵みによってしか出来ません。
　彼らの歴史はいわゆる救済史です。神様が救いを用意してくださる約束の実現に向かっている歴史の
大切な時点に来ています。その救いは彼らの行いの実績、彼らの能力、彼らの忠実さによるのではない
ことがここではっきりしています。すべきことはただ一つです。一方的に彼らに恵みを施し、もう一人
のヨシュア、つまり、イエス様を送ってくださる神様の恵みを待ち望むことです。

４、 ４０年間の信念：救いはイエス・キリストにしかないことにこだわり、イエス様を宣べ伝える。
　イ、 生か死か、幸福か不幸か、悔い改めと信仰に呼びかけて、改心に導かれることを期待する。
　ロ、 歴史的時点が違うが、課題には変わりなし。
　ハ、 主の忍耐と慈愛を感謝して、永遠の祝福を今のうちに受け取ろうではないか。
　二、 ５カ年計画が41年目に伸びた。

　 いよいよ私達スパーリンク家のことを話します。私のすべての奉仕において、ただ一つの目的達成
のために働いて参りました。それはイエス様を宣べ伝えることです。すなわち、救いはただこのイエ
ス・キリストにしかないことを。
　 生か死か、祝福か災いか。どちらになるか。私の日本にいる隣人たちに呼びかけて、悔い改めて信
じるように勧めて、改心するように待っています。つまり、神様ご自身が　イエス様に救いがあるとの
福音を聞いた人たちの心を新たにしてくださること、彼らをご自分の元へと呼び寄せてくださることを
期待するのです。救いはこのお方のわざです。主がしてくださることを信じる信仰によります。
　 私達の歴史的居場所はヨシュアの時代のイスラエル人とは違います。けれども、課題は少しも変
わっていません。今日、私たちにもみことばが耳に入ります。「あなた方は主に従うことができませ
ん。」しかし、神様は恵み深いお方です。神様は忍耐を持って私たちにも呼びかけてくださいます。
「主イエス・キリストを信じなさい。そうすれば救われます！」今　提供される主の賜物を受け取る
がよいのです。永遠の祝福の恵みの贈り物です。赦し。命。永遠の住処。
　 私たちが40年前日本に来た時は５年間の滞在のつもりがあり、その後は北米に戻ってどこかの教会
で奉仕するつもりでした。けれども今が日本宣教の４１一年目です。神様の導きがあってこうなってい
ます。「もうちょっと頑張りなさい」がみ心だと信じています。またそう決心しています。

決論： 自分のことを大袈裟に評価しないけれども、一滴、一滴がついに海となることを信じて、今後
もともども励みたいです。小さじのスプーンしか道具がなくても、サハラの砂原を移すことができ
ると信じます。からし種の信仰こそあれば、山が動き出して海に移ります。これは私についても皆
さまについても真実です。主の憐れみを信じつつなす忠誠ある、忠実な行動があれば、み国が力強
く現れます。主の恵みこそあれば、主に従うことができると確信します。この日本もキリストの国
となる。


